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1 弘前市朝陽地区都市再生整備計
成26 度 ～ 成30 度 5 間 弘前市

・市立観 館の来館者数 540,000人 H24 560,000人 H30 増加
・ 公園の来園者数 135,535人 H24 210,000人 H30 増加
・ 公園 活用したイベント 1,000人以上規模の の 回数 2回 H24 5回 H30 増加

市立観 館 訪 た 間の来館者数 測定します

来館者の増加 人/ ＝ 事業 実施の場合のH25 度推計値 ＋ 周辺施設 の連携強化 波及効果加算値

公園 訪 た 間の来園者数 測定します

来園者の増加 人/ ＝ 事業 実施の場合のH25 度実測値 ＋ 施設整備 波及効果加算値 135,535人/ ― 210,000人/

公園 活用した1,000人以上規模のイベント回数 測定します

イベント回数の増加 回/ ＝ 事業 実施の場合のH25 度回数 ＋ 施設整備 波及効果加算回数 ―

基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業 容 事業実施期間 度 個別施設計 備考

種別 種別 対象 間接 延長・面積等 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 1,095

関連社会資 整備事業 該当 し

事業 地域 交付 直接 個別施設計 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計 0

効果促進事業 該当 し

事業 地域 交付 直接 事業実施期間 度 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

社会資 整備 滑化地籍整備事業 該当 し

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計 0

番号 備考

別紙５－１

社会資 総合整備計 社会資 整備総合交付金 成 月 日

計 の名称 重点配分対象の該当
計 の期間 交付対象
計 の目標

観 館～ 公園 軸 した観 ・交流まち く の推進 交流人口の拡大

計 の成果目標 定量的指標

定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値
H24当初 － H30 ・弘前圏域定住自立圏域共生ビジョン 基

実施 要素事業：無し

540,000人/ ― 560,000人/

2回/ 5回/

交付対象事業

事業者
要素 事業名

市 名
全体事業費

百万

0 百万 0 百万
効果促進事業費の割合

0.00%全体事業費
合計

＋ ＋ ＋
1,085 百万

1,085 百万
0 百万。うち提案事業

7百万 )
＋ ＋ ＋

－ 別添
。うち提案事業

7百万 )

費用便益比
事業箇所

-A-1 都市再生 一般 弘前市 直接 弘前市 弘前市朝陽地区都市再生整備計
公園 地域創造支援事業 まち
く 活動推進事業 206.7ha

番号 事業者 要素 事業名
事業 容

市 名

弘前市
1,085

－

事業実施期間 度 全体事業費
百万

費用便益比
延長・面積等

番号 事業者 要素 事業名 事業 容
市 名

港湾・地区名
全体事業費

百万

一体的 実施す 期待 効果

番号 事業者
要素 事業名

事業箇所

事業 容
市 名

事業実施期間 度 全体事業費
百万面積等

一体的 実施す 期待 効果



交付金の執行状況

単位：百万円

※ 成 度以降の各 度の決算 記載

H26 H27 H28 H29 H30

計 別流用
増△減

b
0.0 0.0 0.0 0.0 △ 2.0

配分
a

10.5 108.1 204.5 104.1 8.8

前 度 の繰越
こ

0.0 0.0 97.7 182.1 69.0

交付
c=a+b

10.5 108.1 204.5 104.1 6.8

翌 度繰越
さ

0.0 97.7 182.1 69.0 0.0

支払
ご

10.5 10.4 120.1 217.2 75.8

不用
h = c+こ-ご-さ

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

うち 契約繰越
g

0.0 93.1 181.2 69.0 0.0

契約繰越＋不用率 10％ 超え い
場合その理由

－

地元 の要
望 伴う基
計 の変更
。工事着手箇
所) 不測の
日数 要した
た

用地買収の交
い 発

生した相続・
境界問

用地取得
遅延したた

行した整備
工事 園路・
駐車場・体験
教育園 想
定外 工事用
用地 資 置

場等 必
要 後
続工事 使用
予定 あった
用地 確保困
難 った

工
事発注 遅延
したた

－

契約繰越＋不用率
。h = 。g+h)/。c+こ)

0.0% 86.1% 60.0% 24.1% 0.0%



参考図面 社会資 整備総合交付金

計 の名称 1 弘前市朝陽地区都市再生整備計

計 の期間 成26 度 ～ 成30 度 5 間 弘前市

別紙５－１

交付対象

凡 例

基幹事業

都市再生整備

計画区域

リンゴ初生りの碑

禅林街
国指定史跡

旧第 師団
長官舎

旧藤田家 邸
藤田記念庭内

弘前大学
附属病院

消防署

朝陽小学校

鷹揚 園 国指定史跡

りんご 園

市役所

裁 所
観光館

A 弘前市朝陽地区都市再生整備計画事業
園、地域創造支援、まちづくり活動推進、

A=  ha



都市再生整備計 (第５回変更)

弘前市
し

朝陽
ち う う

地区

青森県
あ

弘前市
し

成 月



様式 目標及 計 期間

市 村 地区 面積 206.7 ha

成 26 度 ～ 成 30 度 成 26 度 ～ 成 度

目標

目標設定
ち 経緯及 現況

課

将来ビ ョン 中長期

目標 定量 指標

位 基準 度 目標 度

人／ 24 30

人／ 24 30

回／ 24 30園 活用したイベン 回数
園 活用した 間 イベン 回数

1,000人以 規模
交流 し 整備 改修工 比例 う イベン 開催機 高

ュニ ョン 交流人 大 し 2 5

市立観光館来館者数 市立観光館 訪 た 間 来館者数
観光資源 含 周辺施設 連携強 伴う回 性 向 来館者数
増加 見込 540,000 560,000

園来園者数 園 訪 た 間 来園者数
景観 や交流 ン し 施設整備 改修 伴い 回 性 高

来園者数 増加 見込 135,535 210,000

大目標：観光館～ 公園 軸 た観光 交流 ち く 推進 交流人 大
目標1 公園 活 た景観 く 交流 く 行う 地区住民等 安全 憩え 場 創出
目標2 観光館 点 た各主要施設 連携 強 高齢者 障 い者 市民 観光客 誰 地区内 回遊 環境 創出

弘前市朝陽 地区 市 中心市街地西側 接 そ 南西方面 概 2km 範 あ 地区 く 形成 た市街地 そ 外側 広 園 形成
た 当該地区 当市 シンボ あ 史跡鷹揚公園 南側 公園へ至 当市 印象付 個性的 資源 豊 地区 あ

地区 部 史跡鷹揚公園南側 外堀 接 市役所や市立観光館 裁 所 公共施設 集中 歴史的建造物や庭園等 存在 観光 文 発信や市民 訪 人々 交流 点
そ 南側 広 市街地 中 禅林街や新寺 由緒あ 寺院街 あ ほ ンゴ初生 碑 当市 産業発展 原点 歴史 刻 た栽 代表的道具 あ 剪定鋏 製作所 市 趣

あ 建物 指定 や専門店 あ 当市 伝統工芸 津軽手打刃物 技術 根付いた地区 あ
う 寺院街や記念碑 趣 あ 建物 市街地内 散在 い た 個々 情報案内板等 い 充実 い う く い 周遊 う 配慮 い い状況 あ
そ 南西部 市内 比較的早い明治期以降 拓 た広大 園 中 公園 あ 主 地区住民 憩い 場 活用

公園内 開設当初 昭和40 休憩施設 家 あ 公園付近 常盤坂地区 住民 地区内唯一 指定避 所 あ 朝陽小学校 1km以上 い 最寄 避 所
家 活用 求 い
当市 産業 原点 地区内 あ 130 以上 栽 歴史 裏打ち た 高品質 美味 い 国内外 消費者 届 い 当市 誇 あ
歴史 後世 ち 伝え 通 地区住民等 体験 学習 交流 一層深 た 地区内 個性的 資源 磨 上 点施設 機能強 必要

公園 地区住民 憩い 場 役割 加え 近 様々 イベント 多く 人々 訪 交流施設 役割 高 い 施設 老朽 等 顕著 い 等 公園全体 構成 見直
地区住民等 安全 環境 憩い 交流 う 施設 整備 必要 い
朝陽地区 禅林街や新寺 由緒あ 寺院街や趣 あ 建物 ほ 当市 産業発展 原点 歴史 刻 た記念碑 ンゴ初生 碑 剪定鋏 製作所や専門店 観光資源 多く存在 地区内各所
散在 い 連携 強 回遊 う 環境整備 必要 い

以上 ほ 個性的 資源 集約 景観 活 せ ン い 活 地区住民 憩い 交流 ン 機能 せ 交流人 大 せ 課題 い

弘前市経営計 ( 成26 5月策定済 )
地域 個性 活 た特色 あ ち く 本方針 一 掲 そ 中 観光 振興 施策 位置 産業 生活文 資源発掘 主要 計 い

弘前市都市計 マス プ ン 成27 3月策定済
全体構想 一 地域 特性 生 た観光交流施設 情報発信機能 点施設 観光施設等 設置 検討 い た 地域 構想 公園 市民 交流 憩い 場 維持 保全

い

指 標 定 義 目標 指標及 目標値 関連性 従前値 目標値

計 期間 交 期間 30

都 府県 青森県 弘前市
し

弘前市
し

朝陽
ち う う

地区
ち



様式 整備方針等

計 区域 整備方針

そ 他

方針 合致 主要 業
目標1 園 活 した景観 交流 行う 地区住民等 安全 憩え 場 創出 実現 た

聖地：弘前 中 ン 市 地域資源 あ 更 活用し い た 園へ 地域住民等 更 利用促進 目的 情報発信や案
機能 充実 強 図

園周辺 帯 [エン ン ン][ ン][体験 ン][管理施設 ン] 4 ニン し 既 ッ 再生 利活用 図 た そ
中央 地区 防災機能 備えた 点施設 配置し 回 性 持た 憩い ン 創出し 地区住民等 交流 大 目指

そし 園 施設 紹介や 品種 説明 強 園 訪 た方 学ぶ機会 創出
創出後 魅力あ 園 し た 園PR ンフ ッ 作成や 来園者 少 い積雪期 園利活用促進策 し 雪室 地域振

興 可能性 い 調査

園 基幹 業： 園 機能強
地域創造支援 業 提案 業：積雪期 利活用促進策調査
ち 活動推進 業 提案 業：PR ンフ ッ 作成

目標2 観光館 点 した各主要施設 連携 強 し 高齢者 障 い者 市民 観光客 誰 地区 回 環境 創出 実現 た
交通手段 共交通機関や既 業 あ 観光自転車 貸し出し イ ネッ ほ 休憩ポイン 街角広場や休憩施設 洗い出し 行い 既
ッ 利活用 図 回 た 情報発信及 案 機能 充実 図

ち 活動推進 業 提案 業：朝陽地区 地域資源案 ンフ ッ 作成

大目標 観光館～ 園 軸 した観光 交流 ち 推進 交流人 大 実現 た
弘前型 歴史的風致維持向 ン 弘前市歴史的風致維持向 計 基 重点区域 し 位置 い 地区 各施設 整備及 管理 関

業 推進し 史跡鷹揚 園及 観光館等 共施設集中 ン 聖地：弘前 中 ン 連携

ち 活動推進 業 提案 業：朝陽地区 地域資源案 ンフ ッ 作成

第 者組織 農商工観学金連携協議会 市民意見等 反映 持 した ち 目指し
弘前市朝陽地区及 園周辺 帯 ニン 図

ン 初生 碑 

田澤刃物製作所 

(趣 あ 建物) 

⇒ 剪定鋏

製作  

山家住宅 

(趣 あ 建物) 

⇒ 吾妻建ち 特

徴 建物 

禅林街 

(国指定史跡) 

共施設集中 ン 

 史跡鷹揚 園 隣接し 将来
わた 市役所 市立観光館

共施設 集中 市全
体 行政 文 観光情報等 発
信及 交流 点 し 位置

ン 

弘前型 歴史的風致維持向 ン 

 弘前固有 歴史 伝統 反映した人々 活動 重要建造物及 そ 周辺
体 形成し た良好 市街地 環境 将来 わた 維持 向

史跡鷹揚 園 園 有機的 連携 図 ン 

聖地：弘前 中 ン 

 産業発祥 地 し た 生産 加工等
聖地 弘前 中 し 園 中心

魅力 発信し ン 

旧
第

師
団
長
官
舎
 

市
役
所
本
庁
舎
 

 

市
立
観
光
館
 

裁

所
 

旧藤田家 邸 

藤田記念庭園  

― 園周辺 帯 ニン 図 ― 

園 

史跡鷹揚 園 

市立朝陽 

学校 

國刃物店 



様式 目標 成 た 必要 交 対象 業等 関 項

金 位 万
基幹 業

参考 全体 交 期間 交 対象 費用便益比
開始 度 終了 度 開始 度 終了 度 業費 業費 うち官負担分 うち民負担分 業費 ／

路

路 都市再構築戦略 業

園 弘前市 直 A=93,500㎡ H26 H30 H26 H30 1,078 1,078 1,078 1,078 -

園 都市再構築戦略 業

都及 緑地保全 業

河川

水

駐車場有効利用 テ

地域生活基盤施設

高質空間形成施設 緑 施設等

高質空間形成施設 歩行支援施設 障害者誘 施設等

中心 点誘 施設

連携生活 点誘 施設

生活 点誘 施設

高齢者交流 点誘 施設

既 建造物活用 業 中心 点誘 施設

土地区 整理 業

市街地再開発 業

住宅街区整備 業

市街地再開発 業

アフ 環境整備 業

優良建築物等整備 業

点開発型

沿 等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街 環境整備 業

住宅地区改良 業等

都心共 住宅供給 業

営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備 業

合計 1,078 1,078 1,078 0 1,078 - …

提案 業 地区 場合 記載

参考 全体 交 期間 交 対象
開始 度 終了 度 開始 度 終了 度 業費 業費 うち官負担分 うち民負担分 業費

弘前市 直 － H30 H30 H30 H30 3 3 3 3

弘前市 直 － H30 H30 H30 H30 4 4 4 4

合計 7 7 7 0 7 …

合計(A+B) 1,085

参考 関連 業

直轄 補助 地方 独 民間 開始 度 終了 度
弘前市 国土交通省 L=550ｍ ○ H15 H27 2,320

弘前市 国土交通省 ○ H27 H30 283

弘前市 国土交通省 ○ H22 H25 76

弘前市 国土交通省 ○ H26 H27 11

合計 2,690

旧第 師団長官舎保 修理 業  弘前市 銀 地

旧藤田家 邸保 修理 業  弘前市 銀 地

い ○ 業期間
全体 業費

都市計 路3.4.5号 銀 新寺 線整備 業 弘前市茂森 地

業主体 所管省庁 規模

市役所本庁舎保 修理 業 弘前市 銀 地

業 業箇所

業活用調
査

ち 活
動推進 業

ンフ ッ 作成 地域資源案 ＰＲ 朝陽地区

交 期間 業期間

細項目

地域創造
支援 業

積雪期 利活用促進策調査 園

業 業箇所 業主体 直／間 規模
参考 業期間

住宅市街地
総合整備
業

交 期間 業期間
細項目

園

規模
参考 業期間

業 業箇所 業主体 直／間

交 対象 業費 1,085 交 限度 434.0 国費率 0.4



都市再生整備計 区域

弘前市朝陽地区 青森県弘前市 面積 206.7 ha 区域
弘前市大 西茂森 目 銀 塩分 森 覚 茂森 本 元長 元大工 在府
相良 新寺 塘 新寺 新寺 新割 茂森新 ～四 目 清水富田 寺沢 常盤坂

～四 目 部

弘前市朝陽地区 

約206.7ha  

史跡鷹揚 園 

文 セン  

市役所 

ＪＲ弘前

国

７
号

 



市立観光館来館者数 人／年 540,000 年度 → 560,000 年度

園来園者数 人／年 135,535 年度 → 210,000 年度

園 活用したイ ベント回数 回／年 2 年度 → 5 年度

弘前市朝陽地区 青森県弘前市 整備方針概要図

目標

大目標：観光館～ 園 軸 した観光・交流まちづく の推進 よ 交流人口の 大

目標 園 活 した景観づく 交流づく 行う よ 地区住民等 安全 憩え 場 創出す

目標 観光館 点 した各主要施設 の連携 強化し 高齢者 障 い者 市民 観光客 誰も 地区内 回遊

  環境 創出す

代表的

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

基幹事業
園 りんご 園 A=93,500㎡
事業期間H26～H30
事業費1,078 万

リンゴ初生 の碑

田澤刃物製作所
(趣のあ 建物)

⇒ 剪定鋏
製作

下山家住宅
(趣のあ 建物)

⇒ 吾妻建ち
特徴の建物

禅林街
(国指定史跡)

裁

所

旧
第

師
団
長
官
舎

市
役
所
本
庁
舎

市
立
観
光
館

旧藤田家 邸
藤田記念庭園内

提案事業
まちづくり活動推進事業
・パンフレット作成 地域資源案 、ＰＲ
事業期間H30 事業費4 万

地域創造支援事業
・積雪期の利活用促進策調査
事業期間H30 事業費3 万

市立朝陽
小学校

三國刃物店

関連事業
都市計 道路3.4.5号
上 銀 新寺 線整備事業

W=16m，L=550ｍ
事業期間H15～H27
事業費2,320 万

関連事業
旧藤田家別邸保存修理事業
事業期間H26～H27
事業費11 万

関連事業
旧第 師団長官舎保存修理事業
事業期間H22～H25
事業費76 万

関連事業
市役所本庁舎保存修理事業
事業期間H27～H30
事業費283 万


